
一般社団法人 自転車駐車場工業会では、独自に設けたサイクルラック技術基準の認定制度を通じ、安全・安心、
そして快適にご利用いただけるサイクルラックの普及に務めてきましたが、現在の自転車利用環境に対応すべ
く、2023年に基準の大幅な見直しを行い、新たに4段階の「強度区分」を設定、各区分ごとに認定を行うこととし
ました。そしてこの度、最も厳しい「強度区分Ⅳ」の認定品第1号及び第2号が誕生しました。改めて、サイクル
ラック技術基準の意義と運用指針について、当工業会技術委員長である竹佐和彦よりご案内します。

な
わ
ち
重
力
と
人
力
に
よ
る
ラ
ッ
ク
へ
の
負
荷
の

み
に
焦
点
を
当
て
、
強
度
や
剛
性
に
つ
い
て
規
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
環
境
か
ら
受
け
る
外
力

（
強
風
や
地
震
）
も
考
慮
す
べ
き
こ
と
が
課
題
で

し
た
。
こ
の
計
算
に
は
自
転
車
重
量
の
ほ
か
自
転

車
見
付
面
積
、
ラ
ッ
ク
重
量
、
ラ
ッ
ク
見
付
面
積

な
ど
が
関
係
す
る
の
で
、
ラ
ッ
ク
に
よ
り
異
な
る

値
と
な
り
、
外
力
も
一
律
な
値
と
な
ら
な
い
た
め
、

強
度
基
準
値
を
一
つ
に
固
定
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
建
築
基
準
法
等
に
基
づ
き
、
外
力
の
計
算
式
や

条
件
、
パ
ラ
メ
ー
タ
を
統
一
し
共
通
化
を
図
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

「
強
度
区
分
」
に
つ
い
て

「
強
度
区
分
」
は
機
械
部
品
等
の
J
I
S
規

格
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
概
念
で
珍
し
い

も
の
で
は
な
く
、
状
況
に
応
じ
て
ユ
ー
ザ
ー
が

選
択
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

外
力
の
値
は
設
置
場
所
に
よ
っ
て
大
き
く
異

な
る
の
で
、
ラ
ッ
ク
強
度
な
ど
の
基
準
値
も
設

置
場
所
に
応
じ
て
設
定
す
べ
き
と
の
結
論
に
達

し
、
屋
内
／
屋
外
、
1
階
（
地
面
、
地
下
含

む
）
／
2
階
以
上
の
組
み
合
わ
せ
で
4
つ
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
値
を
算
出
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
「
強
度
区
分
Ⅰ
〜
Ⅳ
」
で
す
。「
Ⅳ
」（
屋

外
・
2
階
以
上
）
が
最
も
厳
し
く
、「
Ⅲ
」（
屋

外
・
地
面
）
は
次
い
で
厳
し
い
値
と
な
り
、「
Ⅰ
」

〜
「
Ⅱ
」
は
旧
基
準
と
同
程
度
で
す
。「
Ⅳ
」
は

ど
ん
な
場
所
に
も
設
置
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

技
術
基
準
改
定
の
狙
い

従
来
の
「
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
技
術
基
準
」
は
、

「
標
準
版
」
が
2
0
1
6
年
4
月
に
改
定
さ
れ
、

2
0
1
8
年
11
月
に
は
「
子
乗
せ
自
転
車
用
ス

ラ
イ
ド
式
版
」
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
基

づ
く
当
工
業
会
認
定
品
は
35
件
ほ
ど
誕
生
し
、
多

数
の
自
転
車
駐
車
場
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
普

及
に
よ
り
重
量
化
傾
向
が
加
速
し
、

従
来
の
「
標
準
版
」
の
車
重
上
限

値
で
あ
る
20
㎏
を
超
え
る
自
転
車

が
増
え
た
た
め
、
基
準
の
見
直
し

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
今
般
の

改
定
で
は
い
た
ず
ら
に
上
限
値
を

引
き
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
最
低

限
カ
バ
ー
す
べ
き
車
重
範
囲
を

ラ
ッ
ク
形
式
ご
と
に
コ
ア
値
と
し

て
定
義
し
、
コ
ア
値
を
包
含
す
る

こ
と
を
条
件
に
独
自
に
（
各
メ
ー

カ
ー
の
裁
量
で
）
車
重
範
囲
を
決

め
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
従
来
の
基
準
は
車
重
す

「
強
度
区
分
Ⅳ
」
認
定
品
が
誕
生

今
回
、「
強
度
区
分
Ⅳ
」
で
の
技
術
審
査
に

お
い
て
、
2
段
式
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
（
上
段
昇

降
式
）
が
初
め
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
（
詳
細
は
次

ペ
ー
ジ
参
照
）。
上
段
ラ
ッ
ク
は
、
自
転
車
収
容

時
に
ち
ょ
う
ど
旗
の
よ
う
な
形
に
な
る
の
で
風

の
影
響
が
著
し
く
大
き
く
な
り
、「
Ⅳ
」
の
認

定
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
に
果
敢

に
挑
み
、
見
事
ク
リ
ア
さ
れ
た
こ
と
に
、
改
め

て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

最
高
難
度
の
認
定
の
実
現
に
、
新
基
準
へ
の

移
行
か
ら
約
2
年
を
要
し
ま
し
た
が
、
一
つ
の

壁
を
乗
り
越
え
た
と
い
う
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
も
し
「
強
度
区
分
Ⅳ
」
の
達
成
が
困

難
で
あ
れ
ば
、「
Ⅲ
」
や
「
Ⅱ
」
で
の
認
定
を

目
指
す
こ
と
も
一
つ
の
考
え
方
で
す
。

今
後
に
向
け
て

こ
の
成
功
事
例
に
よ
り
、
新
技
術
基
準
に

基
づ
く
構
造
計
算
書
の
作
成
と
審
査
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
構
築
さ
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
後

は
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
審
査
や
ア
ド
バ
イ
ス
が

実
施
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
旧
基
準

で
認
定
取
得
さ
れ
て
い
る
製
品
の
新
基
準
認

定
へ
の
移
行
も
促
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

「強度区分」は4段階を設定。「Ⅳ」は「Ⅰ」～「Ⅲ」すべてを含んでいるため、屋内外の地上
10mまでどの場所でも対応する。

風圧力の計算

風圧力計算式（建築基準法施行令第八十七条）

風圧力 Fw＝Cf･A･q ここで q＝0.6･E･Vo
2

Cf：風力係数{ﾗﾃｨｽ構造物 1.4} A：見付面積[㎡] q：速度圧[Pa]
V0：基準風速[m/s]{首都圏で36.0}
E：速度圧分布係数 は下記計算式で算出する
地表面粗度区分 Ⅲ 高さ10m以下とする{Zb＝5m ZG=450m α＝0.2 Gf=2.5}

H≦5m E=1.19
H>5m E={1.7×(H／ZG)α}2×Gf

15地震力の計算方法

建物内の設備に加わる地震力（建築設備耐震設計 施工指針2014年版）

水平地震力計算式 FH＝9.81・M･KH ここで KH＝Z･Ks 

M:質量[kg] KH:水平震度 Z:地域係数{通常1.0} Ks:設計用標準震度
耐震クラスB（一般設備）とする

垂直地震力計算式 FV＝0.5・FH

16

風圧力、地震力とも強度計算は非常に複雑なため、技術委員会では必要
な計算式を盛り込んだフォーマットを作成した（認定申請時に利用可能）。

会員向けに行われた改定技術基準の説明会で解説を行う技
術委員会 竹佐和彦委員長（2024年4月）
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『【改定版】サイクルラック技術基準』

「強度区分Ⅳ」認定品の誕生、
そして今後の展望



 Bicycle Parking WINTER 2025（2）

一般社団法人 自転車駐車場工業会の取り組み

年
に
及
ん
だ
」
と
の
こ
と
。
結

果
と
し
て
先
に
触
れ
た
「
フ
ル

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
と
い
え
る
ほ

ど
の
変
更
」を
施
す
こ
と
に
な
っ

た
わ
け
だ
。

で
は
、
実
際
に
ど
の
程
度
の

変
更
が
加
え
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
実
物
を
見
比
べ
れ
ば
明
ら
か
だ
。

ま
ず
は
自
転
車
を
載
せ
る
ラ
ッ
ク
レ
ー
ル
の
形

状
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

従
来
品
は
コ
の
字
断
面
形
状
だ
っ
た
も
の
が
、

新
型
で
は
「
H
型
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
そ
の
ラ
ッ
ク
レ
ー
ル
の
上
下
動
を
支
え

る
支
柱
部
分
に
つ
い
て
も
、
ま
さ
に
フ
ル
モ
デ

ル
チ
ェ
ン
ジ
と
い
う
べ
き
大
幅
な
変
更
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。
柱
を
支
え
る
ベ
ー
ス
プ
レ
ー
ト

の
大
型
化
な
ど
と
と
も
に
、
従
来
品
で
は
支
柱

の
内
側
に
設
け
ら
れ
て
い
た
、
ラ
ッ
ク
の
上
下

動
の
た
め
の
レ
ー
ル
機
構
を
支
柱
の
外
側
へ
移

す
と
い
う
、
抜
本
的
な
変
更
が
施
さ
れ
て
い
る

の
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
や
は
り
支
柱
の
内
側
に

配
さ
れ
て
い
た
ラ
ッ
ク
の
台
座
が
外
側
に
露
出

し
た
こ
と
で
、
補
強
の
た
め
の
リ
ブ
の
追
加
な

ど
が
可
能
に
な
り
、
大
幅
に
剛
性
を
高
め
る
こ

と
に
成
功
。
そ
の
台
座
と
支
柱
の
結
合
部
分
の

※写真は一部加工しています。

株
式
会
社
O
S
S
の
「
A
R
S
型
」
は
、
従

来
の
（
改
定
前
の
）
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
技
術
基

準
の
認
定
も
取
得
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
旧
認

定
」
か
ら
「
新
認
定
」
へ
の
移
行
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
旧
基
準
の
認
定
品
で
あ
っ
て
も
な

お
、
新
基
準
の
「
強
度
区
分
Ⅳ
」
の
認
定
取
得

は
簡
単
な
も
の
で
は
な
く
、
同
社
に
よ
る
と
「
実

際
の
と
こ
ろ
、
お
お
よ
そ
フ
ル
モ
デ
ル
チ
ェ
ン

ジ
と
い
え
る
ほ
ど
の
変
更
を
施
す
こ
と
に
な
っ

た
」
と
い
う
。「（
実
際
の
計
算
式
は
複
雑
だ
が
）

わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
上
段
ラ
ッ
ク
を
横
か

ら
押
す
力
が
、
従
来
の
旧
基
準
で
は
30
㎏
だ
っ

た
も
の
が
、
新
基
準
で
は
1
1
0
㎏
に
な
っ

た
」
と
す
る
ほ
ど
の
大
き
な
変
化
に
対
応
す
べ

く
、
同
社
は
研
究
と
試
作
を
重
ね
た
。「
最
終
的

に
は
試
作
品
の
製
作
は
5
度
、
期
間
に
し
て
1

一般社団法人 自転車駐車場工業会が2023年に改定したサイクルラック技術基準で
は、新たに4段階の「強度区分」が設けられた（詳細は一面参照）。改定からおおよそ2年
を経た2025 年9月、ついに最も厳しい「強度区分Ⅳ」の認定を達成した製品が登場
した。それが株式会社OSS（愛知県小牧市）の垂直昇降式サイクルラック「ARS型」だ。

サイクルラック技術基準改定から2年サイクルラック技術基準改定から2年
ついに誕生したついに誕生した「「強度区分Ⅳ強度区分Ⅳ」」認定第1号認定第1号
　　　 　　　 達成までの道のりと、製品の“実力”達成までの道のりと、製品の“実力”

自転車を載せた状態でのラックの昇降
は、ガススプリングによりパワーアシ
スト。数々の変更を施しながらも、従
来機と変わらぬ操作感を実現している。



（3）Bicycle Parking WINTER 2025 

と
な
っ
た
が
、
製
品
全
体
を
見
た
場
合
、
設
置

に
要
す
る
サ
イ
ズ
、
つ
ま
り
製
品
が
床
面
を
占

め
る
サ
イ
ズ
は
従
来
型
と
同
じ
。
こ
の
た
め
従

来
の
「
A
R
S
型
」
と
新
型
を
入
れ
替
え
た
場

合
も
同
じ
ス
ペ
ー
ス
内
に
収
ま
る
こ
と
に
な
り
、

通
路
が
狭
く
な
る
、
設
置
台
数
が
減
る
と
い
っ

た
問
題
は
生
じ
な
い
。
こ

の
「
設
置
サ
イ
ズ
を
変

え
な
い
」
と
い
う
点
に
も
、

同
社
は
相
当
の
こ
だ
わ
り

を
持
っ
て
取
り
組
ん
だ
と

の
こ
と
。

今
後
は
新
技
術
基
準

「
強
度
区
分
Ⅳ
」
の
認
定

品
が
増
え
て
い
く
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
利
用
者

の
「
安
全
・
安
心
」
に
資

す
る
こ
と
に
な
る
の
は
確

か
だ
。
そ
し
て
同
時
に
、

そ
の
実
現
の
裏
に
は
こ
の

よ
う
に
メ
ー
カ
ー
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
が
あ
る
こ
と
も

ま
た
、
注
目
す
べ
き
事
実

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
「
使
用
感
」
で
あ
り
、
そ
し
て
「
設
置

サ
イ
ズ
」
だ
。「
使
用
感
」
に
つ
い
て
は
、
使

用
手
順
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
適
合
す
る
自
転

車
の
重
量
の
影
響
を
受
け
な
い
軽
い
操
作
性
も
、

従
来
型
と
変
わ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
徹
底
し
た

調
整
が
施
さ
れ
た
。
変
わ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
徹
底
さ
れ
た
の
は「
設

置
サ
イ
ズ
」
も
ま
た
同
様
だ
。
こ

こ
ま
で
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、
新

型
は
「
強
度
区
分
Ⅳ
」
を
満
た
す

た
め
、
ベ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
や
支
柱

な
ど
が
大
型
化
し
、
ラ
ッ
ク
レ
ー

ル
の
上
下
ス
ラ
イ
ド
機
構
も
大
幅

な
形
状
変
更
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

改定版サイクルラック技術基準「強度区分Ⅳ」の認定第2号
もOSS社の製品が取得した。トップガイド式スライドラック
「 ATG型」で、この10月に取得。下の写真は上段が「 ARS型」、
下段が「ATG型」という「強度区分Ⅳ」製品の組み合わせだ。

「強度区分Ⅳ」認定第 2号も「OSS」から誕生
―スライドラック「ATG型」

株式会社 OSS　　https：//www.os-solutions.co.jp/
一般社団法人 自転車駐車場工業会　　http：//jichuko.net/

形
状
を
見
比
べ
る
と
、
そ
の
違
い
に
驚
く
ほ
ど

だ
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
変
更
に
伴
い
、
自
転
車

の
出
庫
後
に
、
下
に
降
り
て
い
る
ラ
ッ
ク
レ
ー

ル
が
上
段
に
自
動
復
帰
す
る
「
オ
ー
ト
リ
タ
ー

ン
機
能
」
も
機
構
変
更
が
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
従
来
品
は
ラ
ッ
ク
レ
ー
ル
を
上
昇
さ

せ
る
た
め
に
金
属
製
の
バ
ラ
ス
ト
が
用
い
ら
れ

て
い
た
が
、
新
型
で
は
バ
ラ
ス
ト
に
代
わ
り
定

荷
重
バ
ネ
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
の
「
オ
ー
ト
リ
タ
ー
ン
」
で
は
な
く
、
自
転

車
を
ラ
ッ
ク
に
収
容
し
た
状
態
で
の
昇
降
の
際

に
は
、
同
社
な
ら
で
は
の
「
ガ
ス
ス
プ
リ
ン
グ
」

に
よ
る
ア
シ
ス
ト
機
構
が
引
き
続
き
用
い
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、こ
れ
ら
変
更
と
と
も
に
、ラ
ッ

ク
レ
ー
ル
は
業
界
最
大
の
60
㎜
幅
に
拡
大
、
対

応
タ
イ
ヤ
径
は
従
来
の
「
22
～
28
イ

ン
チ
」
か
ら
「
20
～
28
イ
ン
チ
」
に

拡
大
し
、
使
い
勝
手
を
高
め
て
い
る
。

各
部
の
強
度
を
上
げ
な
が
ら

設
置
サ
イ
ズ
は
従
来
の
ま
ま

こ
こ
ま
で
大
幅
な
変
更
が
加
え
ら

れ
た
「
A
R
S
型
」
だ
が
、
一
方

で
従
来
品
と
変
わ
ら
な
い
点
も
あ
る
。

D ATA

従来品は上下スライドを支えるレールは柱の内側にあったが、新型
では外側に出すという抜本的な変更を実施。これにより外側に露出
した台座にリブ加工を施すなど、横力に対する強度を大幅に高めた。

ラックレールは従来品から5 m m広
げられ業界最大レベルの60 m m幅
に。トップガイドの形状も変更され、
幅広タイヤに対応。

自転車の出庫後に、ラックが上段に自動復
帰する「オートリターン機能」は、従来品は
金属製のバラストを用いていたが、新型で
は定荷重バネを採用。

自転車を載せるラック部も強化されてい
る。従来型の断面は「コの字型」の形状だっ
たが、新型は「H型」に変更し、ラック自体
の歪みを抑制。もちろん従来型でも実用上
の強度が不足していたわけではないが、「強
度区分Ⅳ」の認定取得のためには必要な変
更だったとのこと。

新 

型
従
来
型

新 
型

従
来
型

新 

型
従
来
型

新 

型
従
来
型

新 

型
従
来
型

対応タイヤ径は従来品の「 22～ 28インチ」
から「20～ 28インチ」となり、対応域を拡大。

新  型



三郷駅北口側道自転車駐車場に新たに
設けられた一時利用スペース。サニカ製
電磁ロック式ラックを導入。

利用者は出庫する際に現地に掲示
されている二次元コードをスマホ等
で読み取ることで料金決済を行う仕
組み。交通系 I C カードには非対応
ながら、主要バーコード決済を網羅
するなど決済方法は多彩だ。

敷地内には精算機はな
く、代わりに電磁ロッ
クの制御・通信用ボッ
クスを設置することで、
「精算機のない自転車
駐車場」として成立。

三郷駅北口側道自転車駐車場

 Bicycle Parking WINTER 2025（4）

公
益
財
団
法
人 

自
転
車
駐
車
場
整
備
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
を
経
る
な
ど
し
、
ま
ち
な
か

で
の
買
い
物
同
様
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
二

次
元
コ
ー
ド
決
済
が
利
用
で
き
る
自
転
車
駐
車

場
も
急
速
に
増
え
て
き
て
い
る
。

今
回
取
材
し
た
の
は
そ
の
最
先
端
と
も
い
え

る
、
二
次
元
コ
ー
ド
読
み
取
り
に
よ
る
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
」
専
用
の
自
転
車
駐
車
場
だ
。

J
R
三
郷
駅
（
埼
玉
県
三
郷
市
）
の
線
路
沿
い

に
位
置
す
る
、
公
益
財
団
法
人 

自
転
車
駐
車
場

整
備
セ
ン
タ
ー
が
管
理
運
営
す
る
「
三
郷
駅
北

口
側
道
自
転
車
駐
車
場
」
が
そ
れ
で
、
同
セ
ン

タ
ー
と
し
て
初
め
て
の「
精
算
機
の
な
い
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
（
＝
「
ス
マ
ホ
決
済
」）
専
用
」

駐
車
場
と
し
て
、
こ
の
2
0
2
5
年
9
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

同
駐
車
場
は
こ
れ
ま
で
は
定
期
利
用
専
用

だ
っ
た
が
、
区
画
の
見
直
し
を
図
り
、
9
月
か

ら
新
た
に
一
時
利
用
区
画
を
追
加
。
29
台
分
の

電
磁
ロ
ッ
ク
式
ラ
ッ
ク
（
株
式
会
社
サ
ニ
カ
製
）

を
設
置
し
、
こ
の
利
用
料
金
の
支
払
い
を
「
ス

マ
ホ
決
済
」
と
し
た
の
だ
。

「
ス
マ
ホ
決
済
」
専
用
と
し
た
こ
と
で
、

精
算
機
の
設
置
は
不
要
に
。
こ
れ
に
よ

り
開
設
及
び
維
持
に
か
か
る
費
用
の
抑

制
を
実
現
し
た
。
ス
マ
ホ
決
済
に
対
応

す
る
た
め
、
精
算
機
の
代
わ
り
に
電
磁

ロ
ッ
ク
の
操
作
等
を
行
う
通
信
・
制
御

シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
が
必
要
に
な
る
も

の
の
、
そ
れ
で
も
費
用
抑
制
に
つ
な
が

る
の
は
確
か
で
あ
り
、
狭
小
ス
ペ
ー
ス

で
少
数
を
管
理
す
る
「
小
規
模
自
転
車

駐
車
場
」「
駐
車
場
の
分
散
配
置
」
の
実

現
可
能
性
を
大
き
く
高
め
、
同
時
に
管

理
の
省
力
化
（
管
理
員
の
少
人
数
化
・

短
時
間
化
）に
よ
る「
人
件
費
高
騰
対
策
・

人
手
不
足
対
策
」
に
も
寄
与
す
る
こ
と

に
な
る
。

別
の
視
点
か
ら
見
て
も
、
今
回
、
同

駐
車
場
を
完
全
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の「
ス

マ
ホ
決
済
」
と
し
た
の
は
、
あ
る
意
味

で
「
必
然
」
あ
る
い
は
「
必
須
」
で
あ
っ

た
と
も
い
え
そ
う
だ
。
同
セ
ン
タ
ー
は

精算機のない精算機のない“スマホ決済専用”“スマホ決済専用”

キャッシュレス自転車駐車場キャッシュレス自転車駐車場
今
は
日
常
生
活
の
数
多
く
の
場
面
で
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
が
普
及
し
て
い
る
。
そ
れ
は
自

転
車
駐
車
場
も
例
外
で
は
な
く
、
む
し
ろ
駅
前

と
い
う
立
地
特
性
か
ら
、
特
に
交
通
系
I
C

カ
ー
ド
決
済
は
早
く
か
ら
導
入
例
が
あ
っ
た
。

自転車駐車場自転車駐車場
整備センター整備センター

初初

公
益
財
団
法
人 

自
転
車
駐
車
場
整
備
セ
ン
タ
ー
で
は
Ｊ
Ｒ

三
郷
駅
（
埼
玉
県
三
郷
市
）
周
辺
の
自
転
車
駐
車
場
へ
の
定

期
利
用
ｗ
ｅ
ｂ
手
続
き
サ
ー
ビ
ス
「
C
Y
P
S
」
導
入
と
同

時
に
、
一
時
利
用
の
取
り
扱
い
方
法
を
一
新
。
同
セ
ン
タ
ー

と
し
て
初
と
な
る
「
精
算
機
な
し
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

専
用
」自
転
車
駐
車
場
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
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導
入
。
こ
ち
ら
は
2
箇
所
あ
る
出
入
り
口
付
近

そ
れ
ぞ
れ
に
精
算
機
（
サ
ニ
カ
製
）
も
設
置
さ

れ
、
交
通
系
I
C
カ
ー
ド
に
よ
る
決
済
に
も
対

応
、
さ
ら
に
精
算
機
2
基
の
う
ち
1
基
に
つ
い

て
は
現
金
支
払
い
に
も
対
応
し
て
い
る
。
先
に

触
れ
た
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
は
多
く
の
人
の
利

用
が
集
中
す
る
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
現
金
で
利

用
料
金
の
や
り
取
り
を
行
い
、
利
用
札
の
取
り

付
け
を
行
う
な
ど
、
利
用
者
・
管
理
員
双
方
に

と
っ
て
「
負
担
」
と
な
る
面
が
あ
っ
た
が
、
電

磁
ロ
ッ
ク
式
ラ
ッ
ク
の
導
入
に
よ
り
後
払
い
式

と
な
り
、
か
つ
、
多
彩
な
決
済
方
法
に
よ
り
利

便
性
が
大
い
に
増
す
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
メ
リ
ッ
ト
が
も
う
一
つ
。
そ
れ
は
い

う
な
れ
ば
、
料
金
の
「
さ
ら
な
る
適
正
化
」
だ
。

同
駐
車
場
の
一
時
利
用
は
、
従
来
は
「
1
日

1
5
0
円
」
と
い
う
設
定
だ
っ
た
が
、
現
在
は

「
最
初
の
10
時
間
1
0
0
円
、
以
降
14
時
間
ご

と
1
0
0
円
」
と
い
う
新
料
金
体
系
に
変
更
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
設
定
は
一
時
利
用
の

D
X
を
行
え
ば
こ
そ
可
能
と
い
え
る
。
従
来
と

こ
の
「
三
郷
駅
北
口
側
道
自
転
車
駐
車
場
」
の

ほ
か
に
も
、
三
郷
駅
周
辺
で
複
数
個
所
の
自
転

車
駐
車
場
を
管
理
運
営
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
駐
車
場
で
こ
の
9
月
よ
り
同
セ
ン
タ
ー
の

W
E
B
手
続
き
・
決
済
シ
ス
テ
ム
「
C
Y
P
S
」

を
導
入
し
た
。「
C
Y
P
S
」
は
定
期
利
用
の

申
込
み
や
料
金
支
払
い
、
そ
し
て
更
新
手
続
き

な
ど
が
す
べ
て
W
e
b
上
（
P
C
・
ス
マ
ホ
）

で
完
結
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
こ
れ
に
よ
り
定
期

利
用
者
は
駐
車
場
の
窓
口
が
開
い
て
い
る
時
間

に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
い
つ
で
も
手
続
き
が
可

能
に
な
る
。
一
方
、
駐
車
場
の
管
理
側
か
ら
見

て
も
、
対
面
で
の
書
類
や
金
銭
の
や
り
取
り
に

追
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
や
は
り
将
来
を

見
据
え
た
ス
ム
ー
ズ
か
つ
ス
リ
ム
な
運
営
に
資

す
る
、
ま
さ
に
自
転
車
駐
車
場
の
D
X
を
実
現

す
る
シ
ス
テ
ム
だ
。

C
Y
P
S
導
入
時
に
一
時
利
用
も
一
新

三
郷
駅
周
辺
で
同
セ
ン
タ
ー
が
管
理
す
る
自

転
車
駐
車
場
の
ひ
と
つ
「
三
郷
駅
北
口
自
転
車

駐
車
場
」
は
定
期
利
用
、
一
時
利
用
と
も
に
受

け
入
れ
て
い
る
が
、
先
に
触
れ
た
と
お
り
定
期

利
用
に
は
今
般
「
C
Y
P
S
」
を
導
入
し
た
。

こ
の
と
き
、
同
駐
車
場
の
一
時
利
用
が
従
来
の

管
理
方
法

―
管
理
員
が
対
面
で
対
応
し
、
現

金
で
の
料
金
支
払
い

―
の
ま
ま
で
は
、
駐
車

場
全
体
と
し
て
の
D
X
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
な

り
、
管
理
員
の
負
担
（
＝
管
理
の
省
力
化
）
も
、

利
用
者
の
利
便
性
も
、
ど
ち
ら
も
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
さ
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
し
ま
う
。

つ
ま
り
、「
C
Y
P
S
」
の
導
入
は
、
一
時

利
用
の
「
電
磁
ロ
ッ
ク
式
ラ
ッ
ク
及
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
」
と
い
う
、「
一
時
利
用

の
D
X
」
も
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
こ
そ
、
効
果
が

最
大
化
さ
れ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
わ
け
だ
。

実
際
、「
三
郷
駅
北
口
自
転
車
駐
車
場
」
で
は
一

時
利
用
ス
ペ
ー
ス
に
は
（
先
に
紹
介
し
た
北
口

側
道
自
転
車
駐
車
場
同
様
）
新
た
に
電
磁
ロ
ッ

ク
式
ラ
ッ
ク
が
設
置
さ
れ
、「
ス
マ
ホ
決
済
」
を

比
べ
、
使
い
方
（
利
用
時
間
）
に
よ
っ
て
値
下

げ
に
も
値
上
げ
に
も
な
る
が
、
む
し
ろ
利
用
に

応
じ
た
負
担
は
理
解
さ
れ
や
す
い
と
も
い
え
る
。

な
お
、
こ
の
料
金
設
定
の
変
更
な
ど
に
つ
い
て

は

―
「
ス
マ
ホ
決
済
」
専
用
駐
車
場
の
開
設

も
含
め

―
地
元
自
治
体
の
深
い
理
解
が
伴
っ

て
い
る
点
に
も
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。

運
営
開
始
か
ら
2
か
月
ほ
ど
が
経
過
し
た
現

在
、
利
用
者
、
現
場
の
管
理
員
と
も
に
混
乱

は
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が
で
き
て
い
る

と
の
こ
と
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
回
の
事

例
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
同
様
の
「
定

期
利
用
＝
C
Y
P
S
」「
一
時
利
用
＝
ス
マ
ホ

決
済
」
の
組
み
合
わ
せ
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
し
て
い
る
。

定期利用・一時利用両方を受け入れる三郷駅北口自転車駐車場。

定期利用には同センターのWEBシステム「CYPS」を導入。写真
左はWEB手続きによって発券可能になるシール発券機。定期利用、
一時利用ともに管理運営のDXを実現した。

一時利用に電磁ロック式ラックを導入。こちらは交通系 IC
決済対応精算機2基を設置し、うち1基は現金決済にも対応。

公
益
財
団
法
人 

自
転
車
駐
車
場
整
備
セ
ン
タ
ー

T
E
L   

0
3-

6
2
6
2-

5
3
2
0

D
A
T
A

チャリチャリ株式会社
代表取締役社長
家本賢太郎氏

「「第9回第9回 自転車総合研究会 自転車総合研究会」」を開催を開催

2025年 7月 28 日、公益財団法人 自転車駐車場整備センター 自転車総合研究所が「第
9回 自転車総合研究会」を開催。そのプログラムのひとつとして、チャリチャリ株式会
社 代表取締役社長 家本賢太郎氏による講演「GROUNDED IN THE COMMUNITY まちの移
動の、次の習慣をつくる～シェアサイクルを通じたまちづくりへの貢献～」が行われた。
「チャリチャリ」は 2018年に福岡でスタートしたメルカリのシェアサイクル事業を
引き継ぎ、リブランドしたもの。開発・改善のスピードが重要との判断から自転車、スマー
トロックシステム、アプリを自社で開発しているという。また、ビジネスモデルとして
はすべて「民設民営」で、自治体との連携では、まちの課題解決のためにシェアサイク
ルがどんな貢献ができるかという視点が重要と強調。事業拡大自体を目標とせず、まち
の課題解決のための手段としてシェアサイクルを提供していきたいとのことだった。

公益財団法人 自転車駐車場整備センター 自転車総合研究所



講
演
・

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

企
業
展
示
ブ
ー
ス

 Bicycle Parking WINTER 2025（6）

去
る
10
月
31
日
（
金
）・
11
月
1
日

（
土
）
の
2
日
間
、12
回
目
と
な
る
「
自

転
車
利
用
環
境
向
上
会
議
」
が
名
古
屋

市
昭
和
区
の
岡
谷
鋼
機
名
古
屋
公
会
堂

Bicycle Parking NEWS&TOPICS

公益財団法人 自転車駐車場整
備センターは同センターの取り
組み等をパネルと動画で展示。

ラックに自転車を収めると、タイ
ヤの太さに合わせてプレートが移
動する自動可変ラック（デンケン
製コンセプトモデル）を参考展示。

一般社団法人自転車物流イノベーション協議会はカーゴバイク・トレーラーを展示。

上段でもヘルメットの出し入れが
しやすい工夫が施されたヘルメッ
ト用ロッカー（内外電機株式会社）

第12回第12回

自
転
車
利
用
環
境
向
上
会
議

自
転
車
利
用
環
境
向
上
会
議  

inin  

名
古
屋

名
古
屋  

開
催
さ
れ
る

開
催
さ
れ
る
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に
て
開
催
さ
れ
た
。

今
回
も
こ
れ
ま
で

同
様
、
大
ホ
ー
ル

で
の
講
演
・
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
専
門
的

テ
ー
マ
を
設
け
た

各
会
議
室
で
の
分

科
会
、
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
企

業
展
示
ブ
ー
ス
、

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
。

大
ホ
ー
ル
で
は
主
催
し
た
名
古
屋
市

の
広
沢
一
郎
市
長
が
登
壇
、
名
古
屋
市

の
自
転
車
活
用
の
現
状
に
つ
い
て
、
戦

後
復
興
事
業
に
よ
り
道
が
広
く
、
平
坦

な
地
形
の
た
め
自
転
車
が
利
用
し
や
す

い
環
境
で
あ
る
こ
と
、
現
在
は
シ
ェ
ア

サ
イ
ク
ル
の
利
用
も
盛
ん
で
、
4
つ

の
事
業
者
に
よ
り
2
0
0
0
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
説
明
。
名
古
屋
工
業
大
学
工
学
部
の

鈴
木
弘
司
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
「
名

古
屋
市
の
自
転
車
施
策
と
自
転
車
の
利

用
特
性
」
で
は
、
名
古
屋
市
が
自
転
車

活
用
に
積
極
的
で
あ
る
こ
と
や
、
自
転

車
通
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
の
現
状

な
ど
に
触
れ
た
上
で
、
自
転
車
が
関
係

す
る
事
故
の
研
究
に
つ
い
て
紹
介
。
通

行
位
置
を
明
示
す
る
看
板
の
事
故
抑
制

効
果
な
ど
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
を
基
に

解
説
し
た
。

企
業
展
示
ブ
ー
ス
も
盛
況

会
場
内
に
設
け
ら
れ
た
企
業
展
示

ブ
ー
ス
で
は
、
公
益
財
団
法
人 

自
転

車
駐
車
場
整
備
セ
ン
タ
ー
が
自
転
車
駐

車
場
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
パ

ネ
ル
展
示
を
行
い
、
タ
イ
ヤ
の
太
さ
に

よ
り
プ
レ
ー
ト
が
移
動
す
る
自
動
可
変

ラ
ッ
ク
（
株
式
会
社
デ
ン
ケ
ン
に
よ
る

試
作
品
）
も
展
示
。
そ
の
他
の
ブ
ー
ス

も
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
収
納
ロ
ッ

カ
ー
や
カ
ー
ゴ
バ
イ
ク
な
ど
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
出
展
内
容
で
、
参
加
者

の
注
目
を
集
め
て
い
た
。
こ
ち
ら
も
恒

例
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
70
作
品

が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
の
投
票
等
に
基

づ
き
M
V
P
を
は
じ
め
と
す
る
各
賞

が
決
定
、
2
日
目
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

大
き
な
拍
手
で
称
え
ら
れ
た
。 

 

開催日：2025年10月31日（金）・11月1日（土） 会　場：岡谷鋼機名古屋公会堂（名古屋市昭和区）
主　催：名古屋市 協　力：自転車利用環境向上会議全国委員会
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ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

M
V
P
：
堺
市
消
防
局
（
電
動

ア
シ
ス
ト
三
輪
車
を
活
用
し
た

「
レ
ス
キ
ュ
ー
バ
イ
ク
」の
開
発
）

広沢一郎 名古屋市長
名古屋工業大学工学部

鈴木弘司 教授
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